


〔 1 ～ 3 〕
　次の文章を読んで、問い 1 ～ 3 に答えよ。

　 　議論は、正しい答えを「求める」ためにするものです。しかし、多くの議論では正しい答え
とは何かということが明確でなく、①フン糾しがちです。しかしそれは、問題そのものがそうい
う性質を持つのですから、仕方がありません。議論が①フン糾するということは、それだけ難問
だということです。「求める」ことイコール「手に入る」ことではありません。
　 　議論をする際には、自分たちが解こうとしている問題が難問であることを認めて、それでも
答えがあると信じて行動する必要があります。「答えはない」とか「自分たちには解けない」と
して、考えることを放棄するのではなく、かといって問題を単純化して「答えはこれですべて
だ」と言って終わってしまうのでもない、第三の道を模②サクしなくてはなりません。これは難
しいことですが、議論のためには必要なことです。
　 　議論では、対立を恐れてはいけません。正しい答えがあるのなら、そこには必ず対立が起き
るのです。対立を避けるということは、正しい答えの存在そのものを否定することであり、
ひいては議論そのものの否定につながります。議論は、まずは主張同士を対立させてみるとこ
ろから始まります。しかし、同じところでずっと対立したまま留まってしまうのも良くありま
せん。対立することを認め、そこから抜け出る方策を考えなくてはなりません。
　 　正しい答えは存在します。しかし、それは無限に複雑なため、我々はその全てを得ることは
できません。できるのは、努力によってそこに近づくことだけです。これはたとえて言えば、
円周率の値を計算するようなものです。円周率の値はただ一つだけ存在します。しかし、それ
はいくつなのかを正確に言うことはできません。どれだけ頑張っても、円周率のすべての桁

けた

を
計算しつくすことはできません。
　 　これを見て「 ア 」と思う人もあるでしょう。しかし、円周率の値が分からないことに
は様々な計算ができないのも確かです。現実の生活では、円周率の全部を知る必要はなく、その
人がその時に必要とする桁数だけを手に入れておけばいいのです。三桁で十分なら三・一四で
いいし、一万桁必要なら一万桁分知ればいい。完③ペキに正しい答えでなくては意味がないと
考えてしまうと、何もできなくなってしまいます。そうではなく、自分にとってどれだけ正確
な答えが必要なのかをまず考えて、それに十分なだけ議論をすればいいのです。
　 　また、円周率がいくつなのかを求めることだけが、円周率の謎を解き明かすことではありま
せん。高等数学を学ぶと、一見円とは関係のないあちこちの式に円周率が出てきます。そこで
はもはや円周率がいくつであるかということはあまり問題にされず、円周率にはどんな性質が
あってどのように使われるかということの方が重要になります。算数から数学に昇格した時点で、
円周率は三でも三・一四でもなく、πと表記されるようになります。ある問題についてひたすら
議論を続けるのではなく、見方を変えることで新しい世界が開けてくるのです。
　 　円周率の値を求めるためには、まず計算をする方法を見つけなくてはなりません。逆に、計算
の方法さえ見つければ、後はその手順に従って比較的簡単に答えを出すことができるようになり
ます。ですから、複雑な問題をいきなり解こうとするのではなく、その問題がどういう性質の
ものであってどのように議論を進めていけば良いかということをまず議論します。そのために
議論の方法について議論をすることは、決してムダなことではありません。
　 　議論において一番大切なのは、「正しい答えを知りたい」と思う心です。

　（岩田　宗之『議論のルールブック』）

̶  1  ̶

著作権保護の観点により、本文を掲載いたしません。

出典：『議論のルールブック』岩田　宗之／著　　株式会社新潮社
157ページ 1行目から159ページ14行目まで　　　　



1  　次のうち、本文中の下線部①「フン」下線部②「サク」下線部③「ペキ」に相当する漢字
を含むものの組合せとして正しいものはどれか。 1～ 5から一つ選べ。

　　　　　　　 ①　　　　　　　　　　②　　　　　　　　　③
　 1　　書類をフン失する　　　古都を散サクする　　　文壇の双ヘキ
　 2　　書類をフン失する　　　巻末の音訓サク引　　　文壇の双ヘキ
　 3　　書類をフン失する　　　巻末の音訓サク引　　　鉄ペキの陣
　 4　　フン慨に堪えない　　　巻末の音訓サク引　　　鉄ペキの陣
　 5　　フン慨に堪えない　　　古都を散サクする　　　鉄ペキの陣

2  　本文中の空欄アに入る言葉として、正しいものはどれか。 1～ 5から一つ選べ。

　 1　　ゆえに、円周率を計算することはムダではないんだ
　 2　　けれど、円周率を計算することはムダなんだ
　 3　　それでも、円周率を計算することはムダではないんだ
　 4　　だから、円周率を計算することはムダなんだ
　 5　　したがって、円周率を計算することはムダではないんだ

3  　本文で述べられている内容として、最も適切なものの組合せはどれか。 1～ 5から一つ選べ。

　ア 　高等数学では、円周率の値を求め続けることより、円周率の性質や使い方について考える
ことが大切である。同様に、議論においても、ある問題についてひたすら議論を続ける方が、
問題に対する見方を変えることより大切である。

　イ 　議論は、主張同士を対立させてみるところから始まるものであり、正しい答えがあるなら
必ず対立は起こるので、議論では対立を恐れてはならない。

　ウ 　円周率の値を求める場合、計算方法が見つかれば比較的簡単に答えは出るように、議論に
おいても、複雑な問題に取り組む場合、まず、議論の方法について議論することは絶対ムダ
ではない。

　エ 　正しい答えの全てを得なくては意味がないと考えてしまうと、何もできなくなってしまう
ので、自分にとってどれだけ正確な答えが必要なのかをまず考えて、それに十分なだけ議論
をすればよい。

　 1　　ア　・　イ
　 2　　ア　・　ウ
　 3　　イ　・　ウ　・　エ
　 4　　ア　・　ウ　・　エ
　 5　　イ　・　エ

̶  2  ̶



̶  3  ̶

〔 4 、 5 〕
次の文章を読んで、問い 4 、 5 に答えよ。

　 　ふだん、私たちはよく、会話の中で、「われわれは社会の中で生きているのだ」とか、「社会
の壁は厚いよ」とか、「社会も変わったものだ」とか、「君も、これからは、社会の荒波を乗り切っ
ていかなければならないよ」といったことを口にする。そして、そのとき、このようなことを
口にする人も、それを聞いている人も、あたかも「社会」という実体がわれわれ人間とは別に
存在するかのように考えているし、実体としての社会があることをとりわけ不思議とも考えて
はいない。また、私たちは、「子どもが変わったのは社会が変わったからだ」とか、「このよう
な社会では人類は生きていけない」と言い、だから、「早急に社会を変えなければならない」な
どとも言う。そのときも、そう言い、それを聞くわれわれが頭の中で思い浮かべているのは、
社会の仕組みだとか、組織や制度や法律だとか、教育の内容だとかであって、個々の人間を思
い浮かべてはいない。
　 　しかし、少し冷静になって考えてみれば、社会という実体が、人間と離れて存在してはいない
ことにすぐに気がつくはずである。ここにこういう社会があるとか、あそこにああいう社会が
あるといって指し示してみせられる社会などはないのである。社会が実体として存在するとし
たら、それは生きて生活している人間そのものであって、人間以外に社会の実体をなすものは
ない。社会の実体であるかのように思い込んでいる組織とか制度とか法律なども、人間が社会
生活を営む過程で、社会生活を円滑にするための便宜として、 ア 的に作った作り物や作
り事であって、われわれ生きている人間と離れて、 イ 的に存在しているものではない。
だから、制度や法律などは、われわれが生活していく上で不要と考えたら、いつでもなくせる
ものであり、不都合なら、いつでも都合のいいものに変えることができるものなのである。社会
について考える場合、まず、このことをしっかり頭の中に入れてほしいと思う。
　 　繰り返すが、社会の実体は生きた人間である。何人かの生きた人間が集まっている状態が社会
なるものの実体である。とはいっても、幾人かの人間が、互いに何の関係もなく、ただ漫然と
集まっている状態では社会とはいえない。複数の人間が、血縁とか地縁とか契約といった、
何らかの関係やつながりをもって集まっている状態が社会というものである。何らかの関係や
つながりをもって集まって生活し始めた人々は、そういう状態を互いに快いものにし、長く持続
させようとするのが常である。そこで、いくつかの約束ごとが作られることになる。そうして
作られた約束ごとを、一般には、総称して「文化」というが、その文化の中身が、言葉や仕組み
（制度）やきまり（規範）やおきて（法）などである。こうした文化の数を増やし、改良を加え
つつ複雑なものにし、それらを世代から世代に引き継ぎつつ、社会の規模を大きくし強固なもの
にしてきたというのが、人間社会のおおまかな歴史であると理解しておいていいだろう。

（門脇　厚司『こどもの社会力』）
 

著作権保護の観点により、本文を掲載いたしません。

出典：『こどもの社会力』門脇　厚司／著　　株式会社岩波書店
59ページから12行目から61ページ11行目まで　　



5  　本文中の空欄ア、イに入る言葉の組合せとして、正しいものはどれか。 1～ 5から一つ選べ。

　　　　 ア　　　　イ
　 1　　機能　　　相対
　 2　　相対　　　客観
　 3　　相対　　　暫定
　 4　　機能　　　暫定
　 5　　暫定　　　客観

6  　この文章で述べられている筆者の主張しようとしている内容として正しいものを○、誤っ
ているものを×とした場合、正しい組合せはどれか。 1～ 5から一つ選べ。

　ア 　制度や法律などは、血縁や地縁など何らかの関係やつながりをもって集まって生活し始
めた人々が社会生活を円滑にするために作ったものであり、人間社会の歴史を表している
とは言えない。

　イ 　人間社会では、言葉や仕組み（制度）やきまり（規範）やおきて（法）などの「文化」
を世代から世代に引き継ぎつつ、社会の規模を大きくし強固なものにしてきたのである。

　ウ 　人が会話の中で、「社会」という言葉を使うとき、頭の中で思い浮かべているのは、社会
の仕組みだとか、組織や制度や法律だとか、教育の内容だとかであって、個々の人間を思
い浮かべてはいない。

　エ 　幾人かの人間が、ただ漫然と集まっている状態の社会では、お互いの関係を快いものに
する必要があるため、いくつかの約束ごとが作られることになるのである。

　オ 　人間以外に社会の実体をなすものはないため、ここにこういう社会があるとか、あそこ
にああいう社会があるといって指し示してみせられる社会などはないのである。

　　　　ア　　イ　　ウ　　エ　　オ
　 1　　○　　×　　○　　×　　○
　 2　　×　　○　　×　　○　　×
　 3　　×　　○　　○　　×　　○
　 4　　○　　×　　○　　○　　×
　 5　　×　　○　　×　　×　　○

̶  4  ̶

4  　

5  　



7  　小学校第５学年の国語の授業で、「古文を声に出して読んでみよう」という単元を設定した。
その学習活動の概要を次に示している。次のア～キの各文について、小学校学習指導要領
（平成20年３月告示）に照らし、この単元全体で指導する事項や留意点に関する記述として、
最も適切なものの組合せはどれか。 1～ 5から一つ選べ。

単元名　「古文を声に出して読んでみよう」
単元計画（全３時間）

時 学　習　活　動

１ ○　古文の読み聞かせを聞き、古文について知る。
　・「竹取物語」（冒頭部）の読み聞かせを聞く。
　・「竹取物語」は「かぐやひめ」の原作であることを知り古文という言葉を知る。
　・「竹取物語」の冒頭を教師の範読に続いて音読し、内容の大体を知る。

２ ○　古文の冒頭を音読する。
　・「徒然草」「平家物語」の冒頭を音読する。
　・それぞれの解説の文章を読んで内容の大体を知る。
　・言葉のリズムや響き、文章の内容などに着目し、興味をもったところを紹介し合う。

３ ○　他の古文へと興味を広げ、音読する。
　・ 「枕草子」「奥の細道」「方丈記」「土佐日記」「源氏物語」などの冒頭を示し、教師
の範読に続いて音読する。

　・各自お気に入りの古文の冒頭を選び、視写や暗唱をした後、グループ内で発表する。

　ア 　場面の移り変わりに注意しながら、登場人物の性格や気持ちの変化、情景などについて、
叙述を基に想像して読むように指導する。

　イ 　自分の思いや考えが伝わるように音読や朗読をするように指導する。
　ウ　古文に親しみがもてるように、複数の作品を選んで比べて読むように指導する。
　エ　内容の中心や場面の様子がよく分かるように音読するように指導する。
　オ　書いたものを発表し合い、表現の仕方に着目して助言し合うように指導する。
　カ 　古文や漢文は、読んで楽しいものであること、自分を豊かにするものであることを実感

させるように指導する。
　キ　書いたものを読み合い、よいところ見つけて感想を伝え合うように指導する。

　 1　　イ ・ ウ ・ カ　
　 2　　ア ・ ウ ・ オ
　 3　　ウ ・ エ ・ カ
　 4　　エ ・ カ ・ キ
　 5　　ア ・ エ ・ カ

̶  5  ̶

6  　



8  　次の各文のうち、安土・桃山時代の文化に関する記述として、誤っているものはどれか。
1～ 5から一つ選べ。

　 1  　狩野永徳は、力動感あふれる画風の画家で、「洛中洛外図」屏風や「唐獅子図」屏風など
の作品を残した。

　 2　南ヨーロッパよりローマ字や印刷機がもたらされた。
　 3  　千利休は、わび茶を学び、茶の湯を大成させた人物で、織田信長や豊臣秀吉の茶頭と

なった。
　 4  　安土城や大坂城は、壮大な天守をもつ城郭で、防御的な役割や威光を示す象徴的な役割

をもっていた。
　 5　雪舟は、中国に渡って絵画技法を学び、帰国して個性的な水墨画様式を創造した。

9  　次のア～エの各文は、1920年代から1930年代の各国の政治状況や政策を述べたものである。
これらの文と国の組合せとして正しいものはどれか。 1～ 5から一つ選べ。

　ア 　この国は、工業化や農業の集団化による社会主義政策を進め、「五カ年計画（第１次）」
とよばれる経済政策を始めた。

　イ 　この国は、ファシスト党が政権につき独裁政治を行っていたが、恐慌の影響を受けて、
経済の混乱を打開するため、エチオピアを侵略した。

　ウ 　この国は、オタワ協定によって伝統的な自由貿易主義を捨て、植民地と結んで経済地域
を設定し、その内部だけの安定と保護をはかった。 

　エ 　この国は、失業者救済を目的にダム建設などの公共事業をおこし、労働者の権利を保護
するなど政府の積極的な不況対策により、景気の回復を図った。

　　　　　 ア　　　　　　イ　　　　　　ウ　　　　　　エ
　 1　　ソ　　連　　　イタリア　　　イギリス　　　アメリカ
　 2　　ソ　　連　　　ド イ ツ　　　イギリス　　　アメリカ
　 3　　中　　国　　　ド イ ツ　　　フランス　　　イギリス
　 4　　ソ　　連　　　イタリア　　　フランス　　　イギリス
　 5　　中　　国　　　ド イ ツ　　　イギリス　　　アメリカ

̶  6  ̶

7  　

8  　



10 　次の各文は、明治時代における国力の充実と条約改正に関する記述である。年代順に並べ
た場合、３番目にあたる内容はどれか。 1～ 5から一つ選べ。

　 1  　政府は、欧米列強と対等な地位を確立するために法典編纂を進め、この年に大日本帝国
憲法を公布した。

　 2  　小村寿太郎外相は、アメリカ・イギリス・ドイツなどとの条約を改正し、関税自主権を
回復した。

　 3　政府は、主として軍需用鉄鋼を生産するため、八幡製鐵（鉄）所の操業を開始した。
　 4　日本は朝鮮・満州の支配をめぐってロシアと戦争を始め、翌年、講和条約に調印した。
　 5  　陸奥宗光外相の在任中、清との戦争が始まる直前に、政府は日英通商航海条約を結び、

領事裁判権（治外法権）を撤廃した。

11 　次の各文は、ユネスコ（UNESCO）の世界自然遺産に登録されている日本の４つの地域に
ついての記述である。文中のア～エにあてはまる語句の組合せとして正しいものはどれか。
1～ 5から一つ選べ。

　・ 　知床は、北海道の（　ア　）部に位置し、火山活動などによって形成された山々、切り
立つ海岸断崖、湿原・湖沼群などにより構成され、海と陸の生態系の相互関係や、生物多
様性を見ることができる。

　・ 　白神山地は、（　イ　）と秋田県にまたがる山岳地帯で、広大で原生的な状態で残存する
ブナ林は、動植物相の多様性で世界的に特異な森林である。

　・ 　屋久島は、（　ウ　）と太平洋の間に位置し、温暖多雨な気候で、多数の河川と深い谷の
自然景観、多くの固有種や希少種を含む生物相、植生の典型的な垂直分布が見られる。

　・ 　小笠原諸島は、東京から南に約（　エ　）離れた位置にあり、海洋生物種から陸上生物
種への進化等、大陸と一度も陸続きとなったことがない海洋生態系における進化の過程が
見られる。

　　　　 ア　　　　　　 イ　　　　　　　 ウ　　　　　　　　 エ
　 1　　北東　　　　　青森県　　　　　東シナ海　　　　　　５００km
　 2　　北西　　　　　岩手県　　　　　東シナ海　　　　　　５００km
　 3　　北東　　　　　岩手県　　　　　日 本 海　　　　　　５００km
　 4　　北西　　　　　青森県　　　　　日 本 海　　　　　１０００km
　 5　　北東　　　　　青森県　　　　　東シナ海　　　　　１０００km

̶  7  ̶

9  　

10 　



13 　次の各文のうち、国会・内閣・司法について、日本国憲法で定められた条文または、条文
の一部として、正しいものを○、誤っているものを×とした場合、正しい組合せはどれか。
1～ 5から一つ選べ。

　ア 　内閣総理大臣は、国務大臣を任命する。但し、その過半数は、衆議院議員の中から選ば
れなければならない。

　イ 　内閣は、衆議院で不信任の決議案を可決し、又は信任の決議案を否決したときは、十日
以内に衆議院が解散されない限り、総辞職をしなければならない。

　ウ　国会は、国権の最高機関であつて、国の唯一の立法機関である。
　エ 　衆議院議員の任期は、四年とする。但し、衆議院解散の場合には、その期間満了前に終

了する。
　オ 　最高裁判所は、その長たる裁判官及び法律の定める員数のその他の裁判官でこれを構成

し、その長たる裁判官以外の裁判官は、国会でこれを任命する。

　　　　ア　　イ　　ウ　　エ　　オ
　 1　　×　　○　　○　　×　　○
　 2　　○　　×　　○　　×　　○
　 3　　○　　○　　×　　○　　×
　 4　　×　　○　　○　　○　　×
　 5　　○　　×　　×　　○　　○

14 　小学校第４学年の社会科の授業で、廃棄物の処理について学習する単元を設定した。小学
校学習指導要領（平成20年３月告示）に照らし、次の各文のうち、この単元における指導内
容や留意点に関する記述として、適切でないものはどれか。 1～ 5から一つ選べ。

　 1  　廃棄物の処理については、ごみ、下水のいずれかを選択して取り上げ、廃棄物を資源と
して活用していることについても扱う。

　 2  　廃棄物の処理に必要な費用は租税によってまかなわれていること、それらは国民によっ
て納められていることなどを理解し、租税が大切な役割を果たしていることを考える。

　 3  　廃棄物の処理についての対策や事業は地域の人々の健康な生活や良好な生活環境の維持
と向上に役立っていることを考える。

　 4  　廃棄物の処理についての対策や事業は計画的、協力的に進められていることを、見学、
調査したり資料を活用したりして調べる。

　 5　廃棄物の処理にかかわって、地域の社会生活を営む上で大切な法やきまりについて扱う。
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15 　１から50までの整数の中に、素数はいくつあるか。 1～ 5から１つ選べ。

　 1　　14 個
　 2　　15 個
　 3　　16 個
　 4　　17 個
　 5　　18 個

16 　図のように、直線ＡＢ：y＝x＋４、直線ＣＤ：y＝－
1
2 x－２、

　 直線ＢＣ：x＝４、直線ＡＤ：x＝－２がある。この４つの直線に
囲まれた四角形ＡＢＣＤの面積はいくらか。 1～ 5から一つ選べ。

　 1　　36
　 2　　42
　 3　　45
　 4　　48
　 5　　51

17 　４枚のコインがある。この４枚のコインの表にはそれぞれ－3、－1、５、７の数が１つずつ
書かれていて、裏には何も書かれていない。この４枚のコインを同時に投げたとき、表が出た
数の和が12の正の約数になる確率はいくらか。 1～ 5から一つ選べ。ただし、コインの表と裏
の出方は同様に確からしいとする。

　 1　　 516

　 2　　 38

　 3　　 716

　 4　　 12

　 5　　 58

Ｂ

Ｄ

Ａ

Ｃ

x

y

O 
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18 　Ａさんは、オートバイに乗ってＰ地点からＱ地点まで、Ｂさんは自家用車に乗ってＱ地点
からＰ地点まで行く。２人は同時に出発し、Ａさんが２つの地点のちょうど真ん中まで来た
とき、ＢさんはＰ地点の手前24kmの地点まで来ていた。また、Ｂさんが２つの地点のちょう
ど真ん中まで来たとき、ＡさんはＱ地点の手前15kmの地点まで来ていた。
　　Ｐ地点からＱ地点までの距離は何kmか。 1～ 5から一つ選べ。

　 1　　39 km
　 2　　40 km 
　 3　　44 km
　 4　　52 km
　 5　　78 km

19 　図の立方体ＡＢＣＤ－ＥＦＧＨにおいて、辺ＢＦの中点を点Ｍ
　 とする。この立方体を点Ａ、Ｍ、Ｇを通る平面で切断したとき、
切り口はどのような図形になるか。 1～ 5から一つ選べ。

　 1　　ひし形
　 2　　二等辺三角形
　 3　　直角三角形
　 4　　正方形
　 5　　長方形

D

C B

A 

E 

F G 

H M

21 　小学校学習指導要領（平成20年３月告示）算数における、第４学年の内容「Ａ数と計算」
には、次のような記述がある。

⑸ 　小数とその加法及び減法についての理解を深めるとともに，小数の乗法及び除法の意味
について理解し，それらを用いることができるようにする。
　 　ア 　小数が整数と同じ仕組みで表されていることを知るとともに，数の相対的な大きさ

についての理解を深めること。

　 　以上のことをふまえ、次の文のうち、1.68を「数の相対的な大きさ」としてとらえている
ものを 1～ 5から一つ選べ。

　 1　　1.68は、１よりも0.68だけ大きい数である。
　 2　　1.68は、1.2に1 .4をかけた数である。
　 3　　1.68は、１と0.68を合わせた数である。
　 4　　1.68は、0.01が168集まった数である。
　 5　　1.68は、1.6と0 .08を合わせた数である。

̶  10  ̶

16 　

17 　

18 　



22 　５つの気体Ａ～Ｅがある。それらは、Ｈ２、Ｃｌ２、ＣＯ２、Ｏ２、ＮＨ３のいずれかである。
次のア～ウの記述より、それらの気体Ａ～Ｅの組合せとして正しいものはどれか。 1～ 5から
一つ選べ。

　ア 　気体Ａ～Ｅの水に対する溶け方は、気体Ｂ、Ｅは水に溶けやすく、気体Ｃは気体Ｂ、Ｅ
ほどではないが水に溶け、気体Ａ、Ｄは溶けにくい。

　イ　気体Ｂをフェノールフタレイン溶液に溶かすと、赤色に変化する。
　ウ　気体Ａは、うすい過酸化水素水に二酸化マンガンを加えると発生する。

　　　　Ａ　　　　Ｂ　　　　 Ｃ　　　　Ｄ　　　　　Ｅ
　 1　　Ｏ２　　　ＮＨ３　　　ＣＯ２　　　Ｈ２　　　　Ｃｌ２
　 2　　Ｈ２　　　ＣＯ２　　　Ｃｌ２　　　Ｏ２　　　　ＮＨ３
　 3　　Ｏ２　　　ＮＨ３　　　Ｃｌ２　　　Ｈ２　　　　ＣＯ２
　 4　　Ｈ２　　　ＮＨ３　　　Ｃｌ２　　　Ｏ２　　　　ＣＯ２
　 5　　Ｏ２　　　ＣＯ２　　　 Ｈ２　　　ＮＨ３　　　 Ｃｌ２

24 　次の文章は堆積岩に関して述べたものである。次の文中の下線部（　ア　）～（　オ　）
について、堆積岩に関する記述として誤っているものはどれか。 1～ 5から一つ選べ。

　 　地層をつくった堆積物は、さらにその上に積み重なる地層の重みなどでおし固められ、
長い年月をかけてかたい岩石になる。
　 　これらを岩石を構成する粒の大きさにより分類すると、粒の直径が約２mm以上の粒子
からなるアれき岩、約0.06mm未満の粒子からなるイ泥岩、その間の粒子からなるウ砂岩など
となる。
　 　また、生物の死がい等からできている岩石には、エチャートやオ凝灰岩などがある。

　 1　　ア
　 2　　イ
　 3　　ウ
　 4　　エ
　 5　　オ
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25 　次のア～オの各文のうち、内容が正しいものを○、誤っているものを×とした場合、正し
い組合せはどれか。 1～ 5から一つ選べ。

　ア　イルカは、体温がほぼ一定で肺呼吸する特徴があり、哺乳類に分類される。
　イ　カメは、陸上で産卵する特徴があり、爬虫類に分類される。
　ウ　コウモリは、翼をもち飛行する特徴があり、鳥類に分類される。
　エ　ダンゴムシは、外骨格をもち陸上で生活する特徴があり、甲殻類に分類される。
　オ 　チョウは、頭部に口や触角、胸部に３対のあし、腹部に２対のはねをもつ特徴があり、

昆虫類に分類される。

　　　　ア　　イ　　ウ　　エ　　オ
　 1　　○　　○　　×　　×　　×
　 2　　×　　×　　○　　○　　○
　 3　　×　　○　　○　　×　　○
　 4　　○　　○　　×　　○　　×
　 5　　○　　×　　○　　×　　×

26 　次の手順１～４で、タマネギの根を用いて細胞分裂を観察した。それぞれの手順に関する
説明として、誤っているものはどれか。 1～ 5から一つ選べ。

手順１ 　根の先端３～５mmをスライドガラスにのせ、えつき針で細かくくずす。

↓

手順２ 　根に５％塩酸を１滴落とし、３～５分間待ち、ろ紙で吸いとる。

↓

手順３ 　酢酸オルセイン溶液を１滴落とし、３～５分間待ち、カバーガラスをかける。

↓

手順４ 　カバーガラスの上にろ紙をかけ、指で根を押しつぶした後、顕微鏡で観察する。

　 1　 手順１ で根の先端付近を用いるのは、細胞分裂がさかんに行われているためである。
　 2　 手順２ で塩酸を使用するのは、それぞれの細胞を離れやすくするためである。
　 3  　 手順３ で酢酸オルセイン溶液を使用するのは、この溶液に核や染色体を染めるはたらき
があるためである。

　 4　 手順３ で酢酸オルセイン溶液の代わりに、酢酸カーミン溶液を使用することができる。
　 5　 手順４ でカバーガラスの上から根を押しつぶすのは、染色時間を短縮するためである。
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27 　次の図のように、天井からつりさげた糸におもりをつるして静止させた。矢印Ａ～Ｅは、
天井、糸やおもりにはたらく力の一部を示したものである。このとき、次の文中の（　ア　）
～（　エ　）にあてはまる語句の組合せとして正しいものはどれか。 1～ 5から一つ選べ。
ただし、糸の質量は考えないものとする。

　 　つり合いの関係にあるのは（　ア　）と（　イ　）で、作用・反作用の関係にあるのは
（　ウ　）と（　エ　）である。

　　　　　ア　　　　　　イ　　　　　　ウ　　　　　　エ
　 1　　ＡとＢ　　　　ＣとＤ　　　　ＡとＥ　　　　ＣとＥ
　 2　　ＡとＤ　　　　ＣとＥ　　　　ＡとＢ　　　　ＣとＤ
　 3　　ＡとＥ　　　　ＣとＤ　　　　ＡとＢ　　　　ＣとＥ
　 4　　ＣとＤ　　　　ＣとＥ　　　　ＡとＢ　　　　ＡとＤ
　 5　　ＡとＤ　　　　ＡとＥ　　　　ＣとＤ　　　　ＣとＥ

糸

おもり

Ｂ

天井 Ａ

Ｃ

Ｄ

Ｅ
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28 　次の各文のうち、小学校学習指導要領（平成20年３月告示）理科の内容区分「Ａ 物質・
エネルギー」における記述として、下線部が誤っているものはどれか。 1～ 5から一つ選べ。

　 1  　第３学年には、「鏡などを使い、光の進み方や物に光が当たったときの明るさや暖かさを
調べ、光の性質についての考えをもつことができるようにする」と記述されている。

　 2  　第４学年には、「乾電池や光電池に豆電球やモーターなどをつなぎ、乾電池や光電池の働
きを調べ、電気の働きについての考えをもつことができるようにする」と記述されている。

　 3  　第５学年には、「電磁石の導線に電流を流し、電磁石の強さの変化を調べ、電流の働きに
ついての考えをもつことができるようにする」と記述されている。

　 4  　第５学年には、「てこを使い、力の加わる位置や大きさを変えて、てこの仕組みや働きを
調べ、てこの規則性についての考えをもつことができるようにする」と記述されている。

　 5  　第６学年には、「手回し発電機などを使い、電気の利用の仕方を調べ、電気の性質や働き
についての考えをもつことができるようにする」と記述されている。
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